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不 定 形 の 都 市 パ リー"BabylonRevisited"

に お け る場 所 の 二 項 対 立

平 井 智 子

1

"BabylonRe
visited"は 、 一 人 の男 が 、 か っ て 追 放 さ れ る よ う に 出 て行

か な くて は な らなか った街 、 パ リを再 び訪 れ る物語 で あ る。 主 人 公Charlie

は、20年 代 パ リで馬 鹿 騒 ぎを して い た他 の 多 くの ア メ リカ人 と同様 に、 急速

にふ くれ あが った ドル の力 に よ っ て大 きな 富 を築 き、 そ れ に あ か して華 や か

で放 縦 な 生 活 を送 って い た。 や が て、 例 に 漏 れ ず恐 慌 に よ る経 済 の崩 壊 の あ

お りを く らい、 財 産 だ けで は な く家族 も失 い、 プ ラハ へ と去 って い く。 数 年

後 彼 は妻 の姉 夫 婦 と暮 ら して い る娘 を 引 き取 るた め に パ リを訪 れ、 義 姉 に現

在 の 自分 の生 活 の安 定 を ア ピール す るが、 妹 の 死 をCharlieの 責 任 と考 え る

義 姉 の彼 に対 す る悪 感 情 は根 深 く、 い くっ か のす れ 違 い の結 果 、 娘 を引 き取

る こと は か な わ な くな る。

こ の失 敗 の前 後 のCharlieの 不 安 定 な心 情 は、Fitzgeraldの あ らゆ る主

人 公 に共 通 の、 「か な え られ な い夢」 か ら発 す る心 理 的葛 藤 で あ る。 これ は、

様 々 な批 評 にお いて 、 ア ン ビ ヴ ァ レ ンス と して と らえ られ 、 二 項対 立 の 視点

か ら解 説 され て きた 。Fitzgerald作 品 に お け る代 表 的 な二 項 対 立 を挙 げ る

な ら、TheGreatGatsbyに お け る、富 の追 求 と純 愛 、 東部 と中西部 、Tender

IstheNightの 、 昼 と夜 、 そ して、 ほ ぼ全 作 品 に あて は め る こ との で き る、

理想 と現 実、 な どが あ る。 こ の よ うな 二 項 対 立 の論 点 は、Fitzgeralの 批 評

に お い て 、 す で に揺 る ぎ な い正 当 の 位 置 を しめ て い る とい って も過 言 で は な

いo

本 稿 は 、"BabylonRevisited"に お ける こ の よ うな 二 項 対 立 の設 定 に意
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義 を 唱 え る も の で は な い。Charlieの 不 幸 は、 地 道 な生 活 を送 る現 在の 彼 と、

遊 蕩 と アル コ ー ル に溺 れ るか つ て の彼 の二 者 の葛 藤 で あ る と断 言 して も差 し

支 え な い。 と ころ が、 この作 品 の二 項 対 立 をTheGreatGatsbyと 平 行 し

て 論 じ、 対 立 す る ふ たっ の要 素 の 際 だ った コ ン トラス トを両 者 の共 通 点 と し

て 指 摘 す る こ とは、 妥 当 だ とは思 わ れ な い。 た しか に、TheGreatGatsby

で は、 い くっ もの二 項 対 立 が、 登 場 人 物 た ち に動 機 付 け を行 い、 そ の激 しい

コ ン トラ ス トが全 編 を通 じ彼 らの心 理 や行 動 を客 観 化 して お り、 衝 突 す る動

的 な対 立 項 を もっ作 品 だ とい え る。 い っぽ う"BabylonRevisited"で 指 摘

さ れ る対 を な す 二項 、 例 え ば、 現 在 の主 人 公 と過去 の主 人公 、 ある いは、 ヨー

ロ ッパ と ア メ リカ の 文化 は、 は げ し く対 立 す るよ うな もの で は な い と考 え ら

れ る。 両 者 は、TheGreatGatsbyの 中 の対 立 項 に可 能 な 、 明 確 な 区 分 を

受 け付 けず 、 ぶ っ か りあ う とい うよ り もむ し ろ混 在 す る こ とに よ って、 主 人

公 の ど の よ うな 方 法 を も って して も抜 け 出 せ な い不 幸 を 引 き立 て て い るの で

はな い だ ろ うか 。 本 稿 で は、 この よ う な"BabylonRevisited"に み られ る

複 雑 な二 項 対 立 を 、 作 品 の舞 台 で あ るパ リとい う場 所 の 分 析 を通 じて 論考 し

て い く。

II

RoyR.Maleは 、 こ の 作 品 が 、Odysseusの 帰 還 やRipVanWinkle

と同様 に、 追 放 され た ものが もと の場 所 に戻 り、 その 変 化 を体 験 す る と もに

試 練 を 受 け る"Exile'sReturn"の 原 型 を持 っ こ とを指 摘 す る。1)い う ま で

もな く、"BabylonRevisited"は 、 ひ とっ の 場 所 を テ ー マ に 、 ロ ス トジ ェ

ネ レー シ ョ ンの作 家 が好 ん で描 い た国 籍 離 脱 者"expatriate"の 生 活 の光 と

影 を 大 恐 慌 前 後 の パ リに映 し出 した作 品 で あ る と考 え られ る。

タイ トルか ら、 大 恐 慌 以 前 の華 や か な退 廃 の都 パ リが、 華 美 で種 々 の悪 徳

の は び こ って いた バ ビ ロニ ア の首 都 に な ぞ らえ られ て い る こと が わ か る。 主

人公 が再 び訪 れ るパ リは、 宴 の後 の、 い わ ば バ ビ ロ ンの廃 虚 で あ る。 同 じ場
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所でありながら、大 きな変化によって隔て られ、 とくにその変化の影響を激

しく受けた者の視点から描かれる、恐慌前のパ リと恐慌後のパ リは、比較対

照の可能なふたっの場所 として二項対立を形成する各項とみなされても不思

議はないようである。JohnKuehlは っぎのように述べている。

Besides enabling the Author to internalize the conflict between 

the two sides of the protagonal nature, third-person limited per-

spective enable him here, as in "The Ice Palace," to internalize 

opposing land scapes. This opposition, which previously focused 

on the geographical area (The North) versus another (the South), 

now focuses on Europe, the setting where Americans most often 

become emotional bankrupts. If the Charlie/ Charles dichotomy 

was objectified by irresponsible Lorrain and Duncan and respon-

sible Marion and Lincoln, it is also dramatized through Paris 

before and after  Crash.2)

Kueh1が 、 恐 慌 以 前 のパ リ対 恐 慌 後 の パ リに 相 当 す る もの と し て あ げ て い

る"TheIcePalace"の 南 部 対 北 部 の関 係 につ い て考 えて み る。 南 部 生 まれ

の娘 が北部 出身 の婚約 者 の故 郷 で数 日を過 ご し、結 局 自分 の アイ デ ンテ ィテ ィー

を南 部 に発 見 す る とい う この短 編 は 、TheGreatGatsby以 上 に 明 確 な 地

理 的 コ ン トラス トを も った作 品 で あ る。 南 部 の光 、 怠 惰 、 優雅 、北部 の暗 さ、

勤 勉 、 質 素 とい った象 徴 は、 あ ま りに一 般 的 で陳 腐 で さ え あ る ほ ど だが 、 そ

れ だ け に把 握 しや す く、 これ らの イ メ ー ジは作 品 全 体 に非 常 に堅 固 な骨 組 み

を与 え て い る。 ま た、 南 部 → 北 部 → 南 部 とい う主 人 公 の物 理 的 な移 動 は、 即

彼 女 の精 神 的 な旅 と重 な り合 い、 い ず れ に して も"TheIcePalace"は 場 所

の取 り扱 い が作 品 の統 一 感 を支 え る典 型 的 な作 品 とい え る。

TheGreatGatsbyの 場 所 の仕 掛 け は、"TheIcePalace"ほ ど単 純 で は

な い が 、 ふ た っ の 場 所 の 鮮 明 な 対 比 関 係 が 存 在 す る 。 語 り 手Nick

Carrawayの 中 西 部 → 東 部 → 中 西 部 → 東 部 と い う動 きが 、 ス トー リー の 展

開 と無 関 係 で はな い よ うに、 マ ンハ ッ タ ンとロ ングア イ ラ ン ド、 イー ス トエ ッ
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グとウエス トエッグといった、対照的なふたっ の場所の差異 は、すなわち

Gatsbyの 破滅へとっながっていく各所で登場人物の言動や心理のひずみの

呈示 に説得力を与えている。い くっ もの二項対立が交錯するため、場所 の構

造は複雑であるが、それぞれの場所とそれが象徴するものの関係 は極めて密

である。例えば、Nickの 郷里の保守的ではあるが穏やかな街 は、安定 と退

屈、ひいては古 きよきアメリカの象徴であり、Tomが 愛人 と公然と馬鹿騒

ぎをし、Gatsbyが うさん くさい仕事上の密談をするマンハ ッタンは、 まぎ

れもなく騒然 とした悪徳の都である。 このように場所の個性は明確でとらえ

やす く、設定 される対照関係がはっきりしている。 このような明らかに作品

の統一感に寄与する場所の二項対立が"BabylonRevisited"に も存在す る

のであろうか。

III

現 在 のパ リ(恐 慌 後 のパ リ)対 過 去 の パ リ(恐 慌 前 のパ リ)を 仮説 と して、

作 品 の中 の具 体 的 な事 例 を検 証 して い きた い。 ス トー リー は 、Charlieが か

っ て の放 蕩 の大 舞 台 と な っ たRitzBarを 訪 ね る場 面 か ら始 ま って い る。

He was really disappointed to find Paris was so empty. But stillness 

in the Ritz Bar was strange and portentous. It was not an 

American bar any more— he felt polite in it, and not as if he 

owned it. It had gone back into  France.3)

この箇所をみると、Kheulの 指摘する現在のパ リ(あ るいはフランス)

と過去のパ リ(あ るいはアメリカ)の 激 しい拮抗がこの場面の後に期待され

る。 しか し、Charlieの 目にうっる現在のパ リだけをみても、果たしてそれ

は対照をもち、その対照的な存在と鮮やかなコントラストを形成 しえるよう

な強烈な個性をもった場所であ り得るのだろうか。 この箇所か ら推察できる

現在のパ リのもっとも際だった特性は、静けさである。一見 この特性は、過

去のパ リの騒然や混乱と好対照をなすものに思える。 ところが、 この静けさ



平井 智子 117

は、 騒 乱 と相 対 す る安 定 した静 け さ とい うよ り も、 む しろempty(虚 ろな)、

strange(な じめ な い)、portentous(不 吉 な)と い う言 葉 で表 され るよ うに、

と らえが た く安 定感 の 欠 け る静 け さで あ る。

冒頭 部 にみ られ た よ うな 不 安定 な静 け さの 印象 は、 ス トー リー の進 行 と と

もに次 第 に色 濃 くな って い く。

Outside, the fire-red, gas-blue, ghost-green signs shone smokily 

through the tranquil rain. It was late afternoon and the streets 

were in movement; the bistros gleamed. At the corner of the 

Boulvard des Capucines he took a taxi. The Place de la Concorde 

moved by in pink majesty; they crossed the logical Seine, and 

Charlie felt the sudden provincial quality of the left bank. (p. 216)

この箇所の視覚的イメージをおってみると、パ リは細かな雨のフィルター

越 しにその光だけがぼんやりと浮かんだ都市である。その古い歴史 も、生活

の場としての人間くささも、そのフィルター越 しには伝わ らない。 ここに描

かれている都市がパ リであることを認識させるもっとも大きな要素は、有名

な通 りや広場の名である。 この箇所のみでなく全編を通 じ描 き出されるパ リ

の姿は漠然としたもので、同時に、地名の他に店の名などの固有名詞が多用

される。ぼんや りとした景色の中で突出 したその具体性は、かえって白々 し

い印象を与え、現在のパ リの空虚で無個性な静けさを強調 している。

Kueh1が 指摘 しているように、また冒頭部 の引用 にみ られたように、現

在のパ リ=フ ランス的という個性を見出すことを期待 して も不思議 はない。

しか し、このような密な図式は成立 しうるのか。 この作品の舞台がフランス

であることをもっとも意識させるのは、前 に述べたような固有名詞や、 しば

しばあらわれる必然性のないフランス語である。期待 されるような、好景気

の間の一時的なアメリカ的要素の侵攻 に打 ち勝 った、長 い歴史に支えられた

退廃と洗練の都パ リ、HenryJamesの 伝統的な批評で指摘されて きたよ う

な大陸文化の象徴的存在としてのパ リはどこにもみられない。
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アメ リカ と い う異 種 の混 入 を退 けて 純 血 を回 復 す る ど こ ろか、 現 在 のパ リ

は様 々 な異 文 化 が 混 在 す る多 国 籍 都 市 と して 描 き出 され て い る。 義 姉 夫 婦 と

初 め て の会 見 を 終 え た直 後 、Charlieは 現 在 の パ リの姿 を過 去 と は異 な る客

観 的 な 目で と らえ よ うと("HewascurioustoseeParisbynightwith

clea.rerandmorejudiouseyesthanthoseofotherdays.")(218)、 あ

て もな く街 を歩 く。 とこ ろが 、 彼 の 目 に映 る風 景 は憂 鬱 な殺 伐 と した もの で

あ る。 この情 景 の陰 鬱 さ を強 あて い る の は こ こ に登 場 す る人 々 で、 パ リに生

活 す る人 ら し き姿 もあ るが 、 多 くの 黒 人("manyNegroes")(219)、 地 方

か ら きた フ ラ ン ス人 の 群("alocal,colloquialFrenchcrowd")(219)、

観 光 バ ス の 中 か ら出 て 薄 気 味 悪 そ う にCharlieを み る ドイ ッ人 や 日本 人 、

ア メ リカ人("themeagrecontentsofatouristbus-aGerman,a

Japanese,andanAmericancouplewhoglancedathimwithfrightened

eyes")(219)な ど、 大 多 数 を なす の はパ リの外 か ら来 た人 々 で 構 成 され て い

る。 当 初Charlieが フ ラ ンスの もの に戻 った と感 じた パ リは、 い わ ゆ る パ

リの イ メ ー ジ と は微 妙 に ず れ た、 境 界 の崩 れ た 混沌 の都 市 で あ る こ とが わ か

る。 この観 光 客 の 一 団 を 目 に した 直 後 、Charlieは 、 放 蕩("dissipate")か

ら作 り出 さ れ た 現 在 の状 況 が 虚 無("nothing')で あ る と痛 感 す る。Charlie

の現 在 のパ リは、 ア メ リカ色 の 濃 い20年 代 の パ リと異 な るの は もち ろ ん で あ

るが 、 それ 以 前 の フ ラ ン ス的 な パ リと同一 の もの で もな く、 断片 化 され た 把

握 不 能 の場 所 と して 表現 され て い る。 よ って、 フ ラ ンス対 ア メ リカ とい う明

確 な対 立 関 係 は成 り立 ち が た い とい え る。

ま た この混 沌 こそ が パ リの個 性 で あ り、 した が って"BabylonRevisited"

に描 か れ るパ リの姿 は実 際 の パ リを如 実 に と らえ た もの で あ る とす る意 見 も

あ るか も しれ な い。J.GeraldKennedyは 、Fitzgeraldが パ リを 舞 台 に し

た作 品 にお いて は、 パ リの様 相 が そ の ま ま作 品 に投 影 さ れ、 従 来 の境 界 が 崩

壊 した モ ダ ニ ズ ム の特 徴 が 強 い こ とを指 摘 す る。4)こ れ に対 し、JeanIVreral

は、 こ の作 品 に描 か れ るパ リを 「旅 行 者 の パ リ」 と定 義 し、 地 に足 のっ い て

いな い者 の 目か ら描 か れ た非 日常 的 で 間接 的 な実 体 を感 じさ せ な い もの と考
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えて い る。5)両 者 の 意 見 は対 照 的 で あ るが 、 と も に、"BabylonRevisited"

のパ リに 当 て は ま る見 解 で あ る。 モ ダニ ズ ム と い うパ リの真 髄 は作 品 の 中 に

取 り込 ま れ て い るが 、 場 所 と して の パ リは 、 あ る者 が 自 己の 存 在 の 拠 り所 と

す る役 割 を 欠 い た形 で 描 か れ て い る。

IV

で は、 こ の作 品 を解 釈 す る上 で、 場 所 は タイ トル にお い て は強 調 され て い

る もの の 、 主 題 と は関 連 性 の少 な いル ー ズ な構 造 を もっ 要 素 と して 、 あ ま り

考慮 す べ き もの で は な い ので あ ろ うか。 作 品 の 内容 に立 ち戻 って 考 察 して い

く。

他 の"Exile'sReturn"の 原 型 を持 っ 物 語 の 主 人公 と同 様 に、Charlieも

また 試練 を 受 け る。 こ こで の試 練 は、 文 字 どお り 「試 さ れ る」 こ とを 示 して

い る。 何 にっ い て試 さ れ るか と いえ ば 、 娘 を引 き取 る資 格 で あ り、試 験 官は、

義 姉 のMarionだ とい え る。 彼 女 は、 現 在 は ま じめ に み え るCharlieが 、

妹 を死 に追 いや った(と 彼 女 が 考 え る)放 蕩 の悪 癖 を い まだ に捨 て 切 れ て い

な いの で は な い か と疑 う。Charlieは 彼 女 に、 過 去 の 自分 と現 在 の 自分 が 別

物 で あ る こ と を示 そ う とす る。 彼 は現 在 と過 去 の間 に明 確 な区 分 を っ け る こ

と を試 され る の で あ る。

Charlieの 努 力 は、 安 定 した 場所 の獲 得 に向 け られ て い る と考 え られ る。

彼 はMarionに 、"1'mawfullyanxioustohaveahome,_.1'mawfully

anxioustohaveHonoriainit."(225)と 訴 え る。Charlieは 、 フ ラ ン ス

で もア メ リカで もな い新 しい土 地 プ ラハ で 自分 の根 付 く場 所 で あ る家 庭 を 獲

得 しよ う とす る が、 過 去 の場 所 パ リに戻 っ て き た た め に そ の計 画 が 崩 され て

しま う。

Charlieの 試 練 を パ リと い う場 所 に結 び っ けて 考 え る な ら、 一 言 で いえ ば、

彼 は過 去 のパ リと現 在 の パ リを は っき り区 別 して認 識 す る こ とを迫 られて い

る、 とい う こ とに な る。 ドル の力 に あ か した乱 痴 気 騒 ぎの舞 台 と して のパ リ
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は現 在 とは切 り放 され た 過去 に属 し、 現 在 の パ リはそ れ と は別 物 、 ア メ リカ

人 の もので は な い フ ラ ンス の もの と理 解 され な け れ ば な らな い。Charlieの

現 在 対 過 去 の認 識 は、 す な わ ち現 在 の パ リ対 過 去 の パ リとい う明確 な 図式 を

設 定 す る能 力 の有 無 に あ らわ れ て く る。

冒頭 のRitzbarの 場 面 で 、一 見Charlieが 現 在 の パ リを 過 去 の も の と切

り放 しえ た よ うに描 か れ て い る の は特 徴 的 で あ る。 この設 定 は ス トー リー の

進 行 に と も な って微 妙 に歪 ん で い く。 現 に こ の場 面 で もそ の不 安 定 さ が微 妙

に 暗 示 さ れ て い る。 先 に述 べ た"empty"、"strange"と い っ た 修 飾 語 、

「お か ま」("queens")(215)と い う、 境 界 の崩 壊 、 類 別 の不能 を象 徴 す る人 々

が 不吉 な予 兆 の よ うに あ らわ れ る。 ま た な に よ り も、Maleが 、"Theharsh

factisthatifhehadnotstoppedintheRitzBarinthefirstplace
,

hadnottriedtogetintouchwithDuncanSchaefer ,hewouldhave

wonbackhisdaughter."6)と 述 べ る よ う に 、 過 去 を 象 徴 す るRitzbar

か ら物 語 が始 ま って い る こ と は、 運 命 の皮 肉 を 大 き く裏 付 け して い る。

しか し、 この皮 肉 は、 作 品 の全 体 を見 渡 した あ とで 指 摘 で き る こ とで、 こ

こでCharlieの 場 所 の把 握 の不 能 が全 面 的 に打 ち出 され て い るわ けで は な い 。

Charlieは 最 初 か ら過 去 に完 全 に征 服 され て い るの で は な く、 こ こで の 彼 の

意 図 は、 過 去 の場 所 に真 っ先 に飛 び込 ん で い く こ とで 自 らに試 練 を課 そ う と

す る もの と解 釈 で き る。 彼 は 自分 に言 い聞 か せ るよ うに、 過 去 のRitzbar

の盛 況 と現 在 の静 け さを対 比 さ せ て い る。 当初 の主 人 公 は、 現 在 のパ リにっ

い て認 識 す る こ とに意 欲 を も って い る。Charlieの 場 所 の 認識 の 不 能 は 、 第

三 章 に示 した よ うな無 個 性 な と らえ がた いパ リの姿 と して次 第 に明 らか にな っ

て い く。

現 在 の パ リの 曖 昧 で無 個 性 な姿 は、 第 三 章 に示 した通 りで あ るが 、 で は、

過 去 の パ リは ど の よ うな都 市 な ので あ ろ うか 。 冒 頭 のRitzbarの 場 面 で

の 、"ItwasnotanAmericanbaranymore-"(214)と い う言 葉 が 示 す

よ うに、Charlieの 認 識 に お け る恐 慌 前 のパ リは、 ア メ リカ人 のパ リで あ る。

こ こで は、 か つ て の パ リは ドル の 力 に よ って あ らゆ る放 蕩 を 可能 に して くれ
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る華 や か で 魅 力 的 な 悪都 、 現 在 の静 か な パ リと は対 煦 的 な エ ネル ギ ー に満 ち

た街 の よ う に思 わ れ る。 それ な らば、 無個 性 で と らえ が た い の は現 在 のパ リ

の みで 、 過 去 の パ リは、 個 性 あ る と らえ や す い場 所 な の で あ ろ うか。 この期

待 もま たCharlieが パ リを歩 くにつ れ て裏 切 られ て い く。

Ritzbarを 出 て街 を 徘 徊 す るCharlieは ふ とあ る安 レス トラ ンを 目に し、

以 前 は そ の よ う な 店 で 食 事 を した 経 験 が 一 度 も な い こ と に気 づ き、"For

someoddreasonhewishedthathehad."(216)、 と感 じる。"someodd

reason"は 文 中 で は 明 らか に さ れ な い が、 お そ ら く、 以 前 の 自分 が パ リに

い な が ら全 く根 付 い た生 活 を しな か った こ とへ の後 悔 も含 まれ る と考 え られ

る。Charlieの 過 去 の悪 都 パ リの情 景 は、 夜 の場 面 や 酒 場 な ど の内 部 の 閉 じ

られ た空 闇 に限 られ 、都 市 の全体 像 が 認識 で き る昼 間 の屋 外 の様 相 を 全 く欠

い て い る。Carlieの 存 在 した の は広 いパ リに点 在 す る酒 場 で 、 ア ル コー ル

に よ り鈍 っ たか つ て の彼 の認 識 力 で は、 そ の点 を っ な い で み て も全 体 像 は把

握 で きな い。("Inthelittlehoursofthenighteverymovefromplace

toplacewasanenormoushumanjump,andincreasesofpayingfor

theprivilegeofslowerandslowermotion,")(219)7)Charlieが 把 握

して い た パ リは、実 際 の パ リの一 部 、 あ る い は彼 が思 い こん で い た非 現 実 の

姿 にす ぎず 、 狂 った 縮尺 の上 に富 と ア ル コ ール で描 き出 され た幻 想 で あ った

こ とが 次 第 に明 らか にな る。

Charlieは 、 過 去 の 自分 を現 在 の 自分 か ら引 き離 す た め に、 新 旧 の パ リの

間 に明 確 な境 界 をひ こ う と努 め るが 、 彼 の 中 で の 漠 と した両 者 の分 別不 能 は、

次 第 に明 らか に な っ て い く。 こ の場 所 の認 識 の 不 能 は、Marionの 課 す テ ス

トで の 不 合 格 を 暗示 す る。 そ して 、"suddenghostsoutofthepast"(222)

で あ るDuncanとLorrainの 登 場 に よ り、 ふ たっ の パ リの 混 同 の度 合 い は

ます ます 強 ま る。Chalieは 冒頭 の 場 面 でSnowbirdと い うDuncanの 友

人 の居 場 所 を尋 ね、 自分 の連 絡 先 を残 して い る。Duncan自 身 にで はな いが、

過 去 の人 物 の行 き先 に示 した興 味 は、 悲 劇 的 な結 末 にっ なが って い く。 この

過 去 の場 所 に属 す べ き人 物 た ち は、CharlieがRitzbarに 残 した 住 所 か ら
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Marionの 家 を っ き とめ 、 現 在 のCharlieの 居 場 所 を掌 握 す る こ と に よ り、

現 在 と過 去 は完 全 に混 じ り会 い、 彼 の失 敗 を決 定 的 な もの とす る。

V

本論 の 冒 頭 で 述 べ た現 在 のパ リと過 去 のパ リと い う二 項 の設 定 は可 能 で あ

る とい え る。 しか し、 この 二 項 の関 係 はTheGreatGatsbyに お け る 終 姶

鮮 や か な コ ン トラ ス トを 示 しな が ら対 立 す る二 項 の拮 抗 と は異 な り、 そ の不

定 形 に よ り融 合 して い き、 主 人 公 の 精 神 的 混 乱 と不 可 避 な 運 命 を裏 付 け して

い る。

Meralは 、TenderIstheNightや"BabylonRevisited"に 描 か れ る

Fitzgeraldの パ リを、 当 時 の パ リの 風 俗 を 鮮 烈 に 描 き き った とす るThe

SunAlsoRisesな どのHemingwayの パ リと比 較 し、前 者 を ア メ リカ人 の

偏 狭 な視 点 か ら描 か れ た、 臨場 感 や 実 体 の欠 け る 「旅 行者 の パ リ」 と定 義 し

批 判 して い る。8)こ の よ うな 概念 で み る な ら ば、"BabylonRevisited"は 、

臨場 感 の あ る場 所 を描 い たTheGreatGatsbyに は るか に 劣 る 作 品 と言 う

こ とに な る だ ろ う。Charlieは た しか に金 に お ご った ア メ リカ人 の偏 狭 な 視

点 か ら恐 慌 前 の パ リを見 て いた 「旅 行 者 」 と いえ る。 そ の た め 彼 はそ の 実 体

をっ か み そ こね、 堅 実 な生 活 を始 め よ う とす る現 在 に お い て そ の誤 った 認 識

のっ け を払 う こ とに な った の だ。"Ispoiledthiscityformyself."(216)

とい う表 現 は、 主 人 公 の運 命 と場 所 の 関 わ り を最 もよ く示 して い る。 結 局

「旅 行者 」 で しか あ りえ なか った、 そ の場 所 を 自分 の もの に で き な か っ た 者

の 目 に映 る街 は、 「旅 行 者 の パ リ」 で しか あ りえ な い。 主 人 公 の視 点 か ら描

か れ るパ リが現 実 の パ リを鮮 明 に と らえ た姿 を して い るな らば、 主 人 公 の虚

脱 感 や 苦 悩 の必 然 性 が欠 け た作 品 とな った で あ ろ う。

で は、Kueh1の 提 案 す る よ うな 明 確 な二 項 対 立 を 期 待 す る こ と は全 くの

錯 誤 で あ ろ うか 。 三 人 称 で は あ るが視 点 が主 人 公 に 限定 さ れ る この作 品 に お

いて は、 新 旧ふ た っ のパ リが あ る とい う主 人 公 の 当初 の錯 覚 は錯 覚 と意 識 さ
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れず、明確な二項対立が設定 されて も不自然ではない。 これは、ス トー リー

の進行とともに、実際に描かれている場所 には当てはま らないことが明らか

になってい くが、最初にそのような明確な二項対立を期待すれば、裏切られ

ていく体験を主人公 とともにすることが可能になる。

この作品は、TheGreatGatsbyに 描かれたような場所の関係、新旧パ

リの明確な分別 と対照を誘い出しなが ら、みずからそれを崩 していくことに

よって、その空 しさを証明していく。そのような二項対立は、作品の中で実

体を持っ ものではな く、主人公の到達すべき条件として、結局その設定を否

定されることにより、主人公の不運、幻想の崩壊を強調する。場所 自体は曖

昧に描かれているが、それゆえ場所の扱いとテーマの関連は緊密である。実

際に、ふたつのパ リは時間に隔て られた同一の場所であり、境界をこえて自

由に行き来できる場所ではない。 それがで きるのは人間の認識においてのみ

であるが、 この作品で描かれるそれぞれのパ リは、虚脱感に満ちた主人公の

頭の中で明確な境界を欠いた状態で混在す る、把握 しがたい不定形の都市 と

なっている。
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